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■
働
き
が
い
あ
る 

職
場
へ
の
変
革
！ 

３
年
連
続
の
地
整
定
員

の
増
を
勝
ち
取
る
。 

  

内
閣
人
事
局
や
中
央
・
地
方
で
の

人
事
院
事
務
局
交
渉
等
を
積
み
上

げ
、「
一
人
出
張
所
」
の
問
題
、
災
害

時
の
具
体
的
な
実
態
と
問
題
点
を

訴
え
る
中
、
３
年
連
続
で
の
地
整
定

員
の
「
増
」
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
職
場
で
は
、
定
員
「
増
」

が
実
感
で
き
ず
、
事
務
所
、
出
張
所

で
の
体
制
拡
充
を
具
体
的
に
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

健
康
と
引
き
換
え
の
災

害
対
応
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

  

気
候
変
動
に
よ
り
災
害
が
激
甚

化
し
て
い
る
と
と
も
に
、
緊
急
復
旧

も
含
め
た
災
害
対
応
は
長
期
化
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ム
で
の
洪

水
調
整
操
作
や
雪
害
対
応
も
、
「
空

振
り
」
も
辞
さ
な
い
、
よ
り
き
め
細

か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
こ
に
携
わ
る
管
理
職

員
は
、
不
十
分
な
管
理
職
特
勤
手
当

で
24
時
間
を
超
え
る
連
続
勤
務
が

強
い
ら
れ
て
い
る
実
態
が
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
頃
取
り
組
ん

だ
緊
急
の
「
管
理
職
員
等
業
務
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
」（
以
下
、
緊
急
ア
ン
ケ

ー
ト
）
で
は
、「
災
害
対
応
時
の
交
替

制
勤
務
制
度
の
確
立
が
必
要
」
と
の

声
が
多
数
出
さ
れ
て
お
り
、
交
替
制

勤
務
の
制
度
化
を
求
め
て
い
き
ま

す
。 

 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

実
現
に
は
増
員
が
不
可

欠
。 

  

年
間
３
６
０
時
間
の
超
過
勤
務

上
限
規
制
が
始
ま
っ
て
３
年
余
り

が
経
過
し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
り

「
在
宅
勤
務
」
や
「
リ
モ
ー
ト
会
議
」

が
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
下

が
在
席
で
仕
事
を
し
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
管
理
職
は
部
下
の
超
過

勤
務
と
健
康
の
把
握
が
難
し
く
な

り
、
業
務
の
進
捗
把
握
も
一
手
間
、

二
手
間
と
負
担
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
こ
の
間
の
W

L

B
の

施
策
は
勤
務
時
間
の
短
縮
や
、
通
勤

や
会
議
の
為
の
移
動
時
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
、
自
分
の
自
由
な
時
間
が

確
保
さ
れ
た
と
評
価
す
る
声
も
あ

り
ま
す
。
そ
も
そ
も
超
過
勤
務
を
し

な
け
れ
ば
こ
な
せ
な
い
業
務
量
と

仕
事
の
や
り
方
が
問
題
で
あ
っ
て
、

職
場
の
増
員
は
不
可
欠
で
す
。 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
八
日
に
、
「
第
二
五
回

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
定
期
全
国
大
会
」
を
、
近
畿
地
方
で
開
催
す
る
事
を

決
定
し
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
」
は
、
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま

せ
ん
が
、
対
面
で
の
議
論
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、「
災
害
対
応
の
改
善
・
拡
充
」

等
の
要
求
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

全
国
の
組
合
員
、
管
理
職
員
等
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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■
60

歳
以
降
の
働
き
方
を

充
実
さ
せ
る
。 

 
経
験
と
知
識
が
活

か
せ
る
職
務
を
！ 

  

過
去
、
年
金
支
給
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
、「
再
任
用
」
制
度
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
「
豊

か
な
60
歳
以
降
の
生
活
を
過
ご
す
」

為
に
、
処
遇
の
改
善
と
し
て
指
導
官
、

主
任
指
導
官
の
設
置
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
し
か
し
、「
働
き
が
い
あ
る

60
歳
以
降
の
仕
事
」
の
面
で
は
、
必

ず
し
も
充
分
な
到
達
点
を
築
い
て

い
ま
せ
ん
。 

 

来
年
度
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
昭

和
38
年
生
ま
れ
か
ら
定
年
制
延
長

に
よ
る
労
働
者
が
生
ま
れ
ま
す
。
１

０
数
年
も
経
験
し
た
「
再
任
用
」
制

度
を
踏
ま
え
、
職
場
か
ら
必
要
と
さ

れ
、
60
歳
以
上
の
労
働
者
に
働
き

が
い
が
あ
る
「
定
年
延
長
」
制
度
と

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

為
に
も
本
省
・
整
備
局
当
局
に
「
定

年
延
長
」
制
度
の
運
用
方
針
を
明
ら

か
に
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

■
働
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

処
遇
を 

 

上
位
級
定
数
改
善
で

「
省
の
格
付
」
ア
ッ
プ
を 

当
面
、
事
課
長
・
出
張
所

長
の
６
級
昇
格
改
善

を
！ 

  

地
方
整
備
局
い
わ
ゆ
る
旧
建
設

省
は
、
未
だ
に
処
遇
は
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ユ
ニ
オ
ン
は
そ
の
原
因
を
、

絶
対
量
の
業
務
量
が
多
い
中
で
超

過
勤
務
前
提
の
仕
事
の
や
り
方
が

あ
っ
て
、
経
済
的
処
遇
が
悪
く
な
い

と
思
わ
れ
、
級
別
定
数
改
善
等
に
よ

る
処
遇
改
善
が
充
分
行
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
。
一
方
で
キ
ャ
リ
ア
系
の

上
位
ポ
ス
ト
は
一
定
の
改
善
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
事
務
所
、
出
張
所

の
管
理
職
は
そ
の
間
で
放
置
さ
れ

た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
、
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
防
災
対
応
や
公
共
事

業
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
に

相
応
し
い
処
遇
を
求
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
８
級

９
級
格
付
の
事
務
所
長
の
直
近
の

部
下
で
あ
る
副
所
長
や
課
長
、
出
張

所
長
は
６
級
で
す
。
事
務
所
一
丸
で

業
務
の
責
任
を
果
た
し
て
お
り
、
副

所
長
７
級
は
そ
の
職
責
に
相
応
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
事
院
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
地
方
整
備
局
の
課
長
・

出
張
所
長
の
６
級
定
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
増
加
に
見
合
う

発
令
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
与
え

ら
れ
た
定
数
を
有
効
に
使
う
よ
う

世
論
を
広
げ
、
本
省
・
整
備
局
当
局

を
追
及
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

■ユニオンを強く大きく。 

ユニオンは民主主義の砦 

◯コロナ禍を乗り越え、 

本音の話し合いをより深く 
 管理職ユニオンの基本的な活動は、『第１に話し合う「分会集

会」を行うこと。第２に「機関紙宣伝」で要求を訴え職場世論

を作ること。第３は「交渉」で権限を持つ本省、人事院、内閣

人事局等に実現を迫ること。』と考えています。 

 しかし、足かけ３年目を迎えたコロナ禍の中で、酒を酌み交

わしながら“本音で意見を交わす”「分会集会」が現実的に出来

ない状況になり、運動が停滞しているのは否定できません。 

コロナ禍は沈静化しつつあると思えますが、従来の「分会集会」

を慎重に再開しつつ、組合員間や職場の新たなコミュニケーシ

ョンの取り方が大きな課題と考えています。 

◯一人の声では難しい問題でも、 

多数の声があれば解決できる。 
 今、岸田内閣はロシアのウクライナ侵攻に対し、憲法 9 条に

反する戦闘用具ともなるドローンなどを支援しています。力と

力のぶつかり合いはどちらか一方が倒れるまで続きます。解決

は国際世論、「平和と民主主義」を求める世論が鍵を握っている

と思います。 

 私たち管理職ユニオンは、労働組合として「民主主義」を実

践する組織です。当局は「風通しの良い職場」を様々な機会で

口にするようになりました。私たち管理職ユニオンも本当の意

味での「風通しの良い職場」を目指しています。一人一人の不

満不平を、みんなの議論で一致できる要求とし、改善を求めて

いく、「民主主義」を貫く運動を行っていきましょう。 

組織の課題 


